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p-スをビーター中で軽 く叩解すると容易にパルプ状 となる｡ 水溶性多糖類 (A)を除いたホ
ロセルロースパルプはついで 0.5.%シュウ酸アンモニウムでペクチンを抽出後更におだやかな
脱 リグニン処理によりリグニン含量を 1.88%に下げてからつぎの溶剤でつぎの順序に抽出を
行ない,各多糖類区分を得た｡ (Ⅰ)D.M.S.0.-酢酸1) (‡)D.M.S.0.-ホウ酸1' (∬)1%
NaOH(Ⅳ)lo財 NaOH.(I)および(A)はそれぞれ 〔a〕D139〇,-370であって,その糖組
成からおそらく (‡)と (班)の混合物と考えられる｡ (Ⅰ)はAmberiteIRA400(CO3型)
に吸着されるから -COOH をもつことが予想される｡ この樹脂から炭酸アンモニウムの水溶
液で溶出させたものは 〔a〕D -80 (H20)で mannoseとglucoseを3.8:1の割合でもつ｡
(班)は arabinoseを有する Ⅹylanpolyuronideで 〔a〕D -420 (10%'NaOH)を示す｡
これは最近 Hamilton3)の発表した 410-methylglucuronoaraboxylan,〔a〕D -410 と同一
物と考えられる｡glucomannan区分 (Ⅳ)は少量の (〟)を伴って (皿)の抽出残漆から得
られるO (Ⅳ)の D.M.S.0.懸濁液を横枠すると (班)のみ溶解し,glucomannan は残留
することを知ったので,これを用いて (Ⅳ)を精製した｡D.M.S.0.に溶解した部分を常法に
より回収したものは 〔α〕D -490(1%'NaOH)で,その arabinoseと Ⅹyloseの割合は定性
的に (皿)に等しい｡従って比旋光度の差はウロン酸含 量の相 違によるものであろう｡D.M.








を得た｡ 得られた各区分の性質からつぎのことがわかる｡ すなわち,Ⅹylose ならびに gala-
Table1.FractionalPrecipitationoftheGlucomannanAcetate･

































ぎの方法を用いた｡ すなわち区分の構成糖の glucoseに対する重量比は, その対数が糖のス
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klason-1ignin 26.1.%)360gを NaCIO2120g,酢酸200gで 1hrずつ4回処理した｡その
時浴温 72-75oC各回ごとにホロセルロースは十分水洗,最後の洗源後,OoCに冷却 3.51氷
水中に懸濁し,かきまぜながら塩 素ガスを 5min通す｡ 淡 黄色ホロセルロースを炉 別,水
(31),99%ユタノ-ル (31)で洗い,後,沸とうする3.%モノユ タ ノ-ルアミン中に投
入,かきまぜながら 5min煮沸｡炉過後再びモノユタノ-ルアミンで抽 出,風 乾した｡収量
248g,kla§on-1ignin4.26%｡ホロセルロース 240g を 0.5.%'シュウ酸アンモニウム(41)
中に浸漬,室温に一夜放置,赤褐色抽出液を炉別,洗液,ついでホロセルp-スを水 (101)t
に懸濁し,試験用ビーターで叩解 (30min)した｡この操作によってホロセルロースは著しく
膨潤し,完全にパルプ状となる｡この際 3.50g の水溶性多糖類 (A)が溶出した｡ 〔a〕20D-
370 (10.% NaOH,C,1.0),glucose,galactose,mannose,arabinose,Ⅹylose.および
aldobiuronicacidsより成る｡man竺oseresidues26･4%｡/りレプほ更に NaCIO2および酢
酸で軽 く酸化することによりlignin含量を 1.88.%とした｡収量 197g,mannoseresidues,
13.3.%｡
3. -ミセルp-スを構成する多糖類の分別抽出
風乾パルプ (157g)を既報1) で述べたようにして D.M.S.0.-酢酸,ついで D.M.S.0.-ホ
ウ酸で抽出した.D.M.IS.0∴ 酢酸抽出物 (I)(2.16g)は〔a〕20D-39D(1% NaOH,C,1.0),
Ac.2.41,mannoseresidues22.4.%｡水解物は Ⅹylose,mannose,glucose,galactose,
aldobiuronicacidsより成る｡ D.M.S.0.-ホウ酸抽出物 (Ⅱ) (1.28g)は mannose を
主とし,はかに gluco岳'e,galactose,Ⅹyloseをもつが,AmberiteIR120Lノで処理後 IRA400
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:glucosel より成る｡ 少量の Ⅹyloseなお残,収量 1.21g,〔a〕2D-40(1% NaOH,C,
1.0),水解物に aldobiuronicacidsのはかに構造未知のウロン酸が認められた｡ (Ⅰ)(刀)
を抽出したパルプ (240g)を1% NaOH溶液 (31)とまぜ 30min後炉別, 酢酸々性液か
ら生成する少量の沈降物を除いた淡草色透明液を3倍容のメタノールで沈殿させ軽い白色粉末
(班)を得た｡収量 14g,〔a〕15D-4?.o(lo財 NaOH,C,0.9),構成糖はⅩylose,arabinose,
aldobiuronicacidであった｡ (班)の残漆は乾燥することなく 10.% NaOH (2.51)で窒
素ガス気流中で 20hrs抽出,滑液を酢酸中に冷却しつつ炉過し,5日後生成する沈殿 を明確





粗 glucomannan(ⅠVa)はなお相当量の Ⅹylan 系物質を保有するため,これを D.M･S･
0.を用いて除去した｡(ⅠVa)をD.M.S.0.(800mDに懸濁,3hrs.激しく摸きまぜ一夜放置,
不溶部分を遠心分離,この操作を更に1回繰返す｡沈 澱 部はメタノールで洗って乾 燥した｡
(Ⅳ)収量 24g,〔a〕18D-390(10.形 NaOH,C,0.9),mannose3.6:glucosel少 量 の
galactoseと Ⅹyloseが混在｡D.M.S.0.可溶都 (B)の中性 糖 に関しては (班)と同組成
であった｡収量 9.8g,〔a〕=OD-49〇(1.% NaOH,C,1.0)
5. Glucomannanの酢化
(Ⅳ) (9.0g)を温水 (21,70oC)にかきませながら溶解させ Ooに 48hrs.放置して生成
した沈澱を除去後,5倍容メタノ-ルより沈澱させ,炉別,水をメタノ-ルで洗准することに
より除去後,大部分のメタノールを減圧下に蒸発させ,なお少量のメクノールが残存する状態
でピリヂソ (109ml)中に分散懸濁させ,氷冷,かきまぜながら無 水 酢酸 (130ml)を少量ず
つ加え反応混合物の温度を 30oC以下に調整した｡ 室温にかきまぜながら5日間にわたって全




と無水酢酸 (113ml)によって 400C3hrs再酢化後,1% HCl含 有 氷水中に投 入,回収し
た ｡ 収量 11.5g,Ac43.9%.
6..Glucomannanacetateの分別沈殿
acetate(4g)のクロロホルム溶液 (300ml)に等量の石油エーテル (b.p.30-500)を加え
て沈降した部分を同様にして更に3区分に分け,各区分はそれぞれ 2-3に 細 区 分 した｡
(Table1).各区分ほいづれの場合も生成した沈殿部分を少量のクロロホルムに溶かし, これ
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た後,クロロホルムで抽出,-得られ た 区 分 を
ⅩⅠⅠとした｡ⅩⅠⅠは 更に E1-4に分別し,酸
洗源後なおエマルジョンを形成してク占ロホル












越島 ･北尾 ･舘 :アカマツ Glucomannanの分離
H左gglundの方法によったが, ヒドラゾンの沈殿を完全にするため 48hrs.OoCに保 持 後,
炉過,洗源,乾燥した.
8. 固有粘度の測定










acid,(ⅠⅠ) dimethylsulfoxide-boricacid,(ⅠⅠⅠ)1.% sodium hydroxidesolution,and
(ⅠⅤ)lo財 aqueoussodium hydroxideresultedthefollowingpolysaccharides:the









andshowed 〔a〕D'10-49〇(1% NaOH).Furtherpurifcation oftheglucomannan,
〔α〕D18-390waseffectedwithacetylationfolowedbyfractionalprecipitationofthe
acetatefrom thechloroform solution.Thepurifedglucomannantriacetate(Ac,
44.5%)showedaspecはcopticalrotationof〔a〕D20-30.70(CHCL3) andtheintrinsic
viscosity,0.29ト0.776inchloroform.Theacetatewasdeacetylatedwith sodium
methoxideandtheresultedglucomannanshowing〔a〕D22-36.50 (10.%'NaOH)conta
ined78.5% mannoseresidues.
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